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Abstract

　　　　・There　is　a　placer　deposit　at　Rokugahotta　in　the　Naegi　district，Gifu　Prefecture，which

謹s　one　of　the　most　famous　Iocalities　producing　rare　minerals　in　Japan．

、　　　The　district　consists　of　quartz　porp薮yry，granite　porphyry，biotite　granite，Tertiary

（Pliocene）formation，terrace　deposit（Pleistocene）andαlluvial　bed．　Granite　covered　by

Pliocene　conglomerates，intrudes　quartz　porp五yry　and　granite　porphyry，and　is　considered

to　be　of　Cretaceous　age．　The　granite　is　classified　into　three　types　l1）Hne－grained　granite

（Naegi　type），2）coarse－gra圭ned　grani1しe　（Kerokubo　type），and3）porphyritic　granite（Shiro－

yama　type），an（i　their　facies　change　gradually　each　other・Numerous，but，verylsmall　d士usy’

pegmatites，having　irregular　or　lenticular　form，are　distributed　in　the　Naegi　type　granite，

・and　c6ntain　various　kinds　of　mineral　such　as℃assiterite，・monazi隻e，、enalite，fergusonite

3nd　naegite　etc．　丁五e　placer　dep6sits　found　in　the　alluvial　bed　overli6the　Naegi　type

、granite．

　　　　　At　Rokugahotta，：Naegi．machi、，Nakatsugawa　City，the　placer　deposit，covered　by

・soil　and　sand　of　l　m±thickness，develops　chiefly　along　the　stream．

　　　　　Thedep・sitc・nsists。・fgravel，pebbleandsand，butthequantity・fgraveland
pebble　is　highly　variable．　Generally，the　grade　of　concentration　of　heavy　minerals

changes　in　a6cordance　with　the　quantity　of　gravel　and　pebble．Major　part　o£the　grave1

・and　pebble　is　quartz　porphyry，but　the　small　part　of　these　is　quartz，topaz　and　crystal

quartz．　Granite　pebbles　are　very　rare．

　　　　　丁血e　main　constituent　heavy　minerals　of　the　sand　are　magnetite，ilmeniteンcassiterite

訊nd　radioactive　minerals．　The　chief　radioactivel　minerals　are　monazite　and　enalite．The

former　is　much　more　abundant　than　the　Iatter．Zircon　occurs　almost　always，and　fergu－

sonite　and　naegite　are　found　in　minor　quantity，while　allanite　xenotime　and　samarskite

are　rarely　found．

　　　　　The　quantitative　proportion　of　heavy　minerals　was　determined　as　follows：F－The

ratio　of　ilmenite　and　magnetite　to　radioactive　minerals　is　more　than丘ve，and　that　of

cassiterite　to　radi6active　minerals　ra，nges　from　one　to　two．　About　the　source　of　heavy

minerals，the　writers　think　that　fergusonite，naeglte　and　cassiterite　are　s皿ely　derived

from　drusy　pegmatites，but　some　parts　of　monazite　and　enalite　are　from　Naegi　type

granite，and　the　origine　of　magnetite　a．nd　iltnenite　may　be　Tertiary　formation。

1．緒　　冒

　　筆者らは昭和29年12月岐阜県中津川市苗木町井汲

可敵クガホッタ」地区でウラン調査を行つた。こ』匠その

結果を報告する。

　本調査はウラン調査計画の一環として行われたもので

水鉱床部

今回は調査方法の確立を目的として行つた。

　苗木地方は古くから福島県石川地方ととも忙稀有元素

鉱物の産地とLて有名で，従来地質・鉱床および鉱物に

ついての研究は相当に多い。鉱物資源という立場からみ

れば，本地域の稀有元素鉱物特に放射能鉱物については

ペグマタイトよりも砂鉱が重要であり，中津川市苗木町

および恵那郡福岡村・蛭川村にわたつて，谷間または低
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　　　平地等には至るところ砂鉱が分布している。
《

　　　　このうち今回調査地としで「ロクガホヅタユ地区を選

　　　．定したが，それはそのような理由からである。

　　　　（1）　すでに戦時中の昭和19年末がら同20年8月ま

　　　．でに一部試験採掘されており，砂鉱の存在が確認されて

　　　いる。

　　　　（2）比較的狭い区域内に花嵩岩と砂鉱とが分布して

　　　おり，立木が少なく花崩岩の露出がぎわめて良好で，地

　　　質・鉱床の立場からのみでなく，放射能強度分布の基礎．

　　　資料をうるのに適しているo

　　　　’（3）一般に表土が薄く，井戸掘りを行う場合比較的

　　　簡単に基盤（花崩岩）に達するので調査の能率が上る。

　　　　（4）　町有林・町有地で伐木あるいは井戸掘りを行つ

　　　ても私有地ほど困難が伴なわない。、

　　　　なお今回の調査には物理探査班佐野技官・畑瀬技官，

　　　測量班茅山技官・竹内技官が参加した。

榔　　　　放射能鉱物については組成鉱物の単体分離ならびに化

　　　学分析ができないので～、早急に鉱物の精密な決定は困難

　　　であるが，本報告中にはとりあえず肉眼的に行つた結果

　　　を記載した。

2．位置および交逼

　r冨クガホヅタ」は中津川市苗木町大字井汲にあ・うで，

北恵那電気鉄道（中津川一付知間）上苗木駅の北北東約・

3km，海抜460～500mにあつて，小池川と神明川との一

、分水嶺に近く，緩慢な地形を呈している。

レ黒川村茂！　恵・ドム

，㌧響臨＼渉ン＼
し一、、鯨　　・．

第1図位畳図

3．調査方法

’（2）各点についてフィリップス・サーベイメーター

によつて3分間放射能を測定した（た黛しこの場合地面

．に密着して測定した）。物理探査班は各種のガイガ声管

を色々の置ぎ方で測定した。

　（3）放射能測定を行つた後新鮮な花嵩岩に達するま

で井戸掘りを行い，必要に応じてそのなかの各部分の放

射能を測定した。

　（4）砂鉱があれば，椀掛けよつて水簸を行い，でぎ

る限り重鉱物を濃集分離した。この際元鉱の重量を測定

して選鉱精鉱との関係を知ることに努めた。

4．地質・鉱床の概要

（1〉約150×400mの区域内に 20m間隔の測点を
とつた。　・

・苗木地方を構成する地質についてはすでに古くから

2，・3の研究1泌がある。

1）右英斑岩・花歯斑岩

2）黒雲母花歯岩

3）第三紀層一．

4）河成段丘堆積層

5）岩屑
6），現世層

　石英斑岩は柴田秀賢によつて3種に区別されている。

すなわち秩父古生層のXenolithを部分的に多量に含有但、、

する暗灰色石英斑岩，これをあるいは貫ぬくと考えられ

る灰色石英斑岩および前者とは異なり，岩脈状に花崩岩一

を貫ぬく珪長質石英斑岩の3種に区別される。花嵩斑岩一

は暗灰～灰色石英斑岩に接することが多く，特に灰色石』P

、英斑岩によつて貫ぬかれているものと考えられ，正長石二

の斑晶’（径3cm内外レで特徴づけられるものである。

これら斑岩類は分布も広く比較的高い山地を占めてい一

る。

　黒雲母花嵩岩は上記斑岩類を貫ぬいて，盆地状低地に．

露出し，北方福岡村方面では細粒をなし，南方へ向かう

陛しだがい粗粒あるいは斑状を呈し，細粒のものは苗木．

型，粗粒のものは毛呂窪型，斑状のものは城山型といわ

れており，いずれも相互に移化し，石英に自形粒状を呈．

するものがあることを特徴とする。苗木型花嵩岩の副成

分鉱物のうち含ウラン・トリウム鉱物としてはジルコ

ン・褐簾石のほか，モナズ石・恵那石のような強放射能三

鉱物の存在がオ［トラヂオグラフによつて認められてい・

る註1》。

　これら火成岩の時代は白璽紀末とされている註2）。

　第三紀層3）は上記火成岩類を不整合に被覆し，著しく

開析作用を受けている。粘土層陀砂層および礫層からな』

註1）京都大学，早瀬一一氏の談話による。

註2）木村健二郎・三宅泰広による苗木右の分析結果か・

　ら算出された年代は約6，000万年前である6
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り鮮新統に属する。礫層の礫は主として石英斑岩からな

るが，一般に分解作用が著しく粘土化している。この礫

層の一部にはチタン鉄鉱のみならず，放射能鉱物を濃集

する場合がある。

　河成段丘堆積層は海抜320～400mの段階を呈し，第

1三紀層をさらに薄く被覆L，、更新統に属する。

　岩屑は石英斑岩からなる山地に最も多く，急傾斜地の

麓から緩慢に低下する崖錐地帯を形成する。礫は通常角

張つているが，崖錐の末端部では円昧を帯びており，第

三紀層中の堅い礫が第三紀層の剥脱後そのま』残る場合

が多いので，第三紀層と識別困難となる場合もある。

　現世層は砂・礫・粘土からなり，木曾川・付知川の多

くの支流に沿つて堆積し，時に砂鉄・砂錫・放射能鉱物

などの比重の大きい鉱物力濃集して，古くから看名な苗

木地方の砂鉱床を形成している。

　当地域に発達する鉱床とし七はペグマタイト・ペグマ

タイト質または深熱ガぐ性石英脈および前記の砂鉱があ1

るQ

　ペグマタイトは晶洞質の．ものと脈状のものとに区別さ

れ，前者は苗木型，・後者は毛呂窪型花嵩岩中にみられ，

放射能鉱物は主として前者に濃集する。晶洞質ペグマタ

イトは不規則あるい峠レンズ状を呈し・その採掘跡から

庵，その規模は長径数mを超えない。現在石切場でみ

られるものは長径50cm以下のもので，親指大g晶洞

がぎわめて多数発達している。戦時中に長石および珪石

を撮掘したほかには稼行されたことはなく，その規模か

ら考えて将来もあまり経済的に重要ではないが，砂鉱床

、に錫石あるいは放射能鉱物の一部を供給した本源として

充分考慮されねばならない。

　石英脈は花簡岩体め北縁部からこれに近接している石

英斑岩中に著しく発達し，蛭川村恵比寿鉱山（重石？蒼

錯）・遠ケ根鉱山（重石・砒素）および福岡村福岡鉱山（重

石・蒼錯・緑桂石）のように，鉄マンガン重石を共通に

伴なう石英脈がみられる。さらにこむよりも石英斑岩の

内側には，川上村岩村鉱山のような螢石を主とする鉱床

が形成されている。特に恵比寿鉱山ではグライゼソの’み

ならず石英脈中にもモナズ石が産出することが最近判明

した。遠ケ根および福岡鉱山のタングステン精鉱および

尾鉱中にもモナズ石の存在が認嶺られるので，この型の

『重石鉱床のモナズ石は将来興味のある問題を提供するも

のであり，現在間題にしている砂鉱床のモナズ石のなか

には，この種鉱床中のモナズ石からくるものもあると考

えられる。

5．ロクガホッタの地質（第2・3図参照）

ロクガホッタは苗木型花樹岩からなる地帯で，これを
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　　　　　　　第2図　苗木町ロクガホツタ地区地形および地質鉱床図
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さらに細分すると次の通りである。

1）

2）

3）

4）

5）

1）

新鮮な花嵩岩の露出

分解した花崩岩

めわゆる「サバ」が被覆する部分

黄褐色粘土に少量の砂を混える部分

灰黒色粘土（いわゆる表土）

と2）とはいずれも高い山嶺附近を占め，ほとん

ど樹木もなく良好な露出をなす。3）は花嵩岩の分解に

よる砂（本報告ではこれを「サパ」と称する）が地豪を被

覆した部分。4）は花歯岩が風化によつてやX粘土化し，

多少移動したものと思われる。石英斑岩の岩屑が粘土化

したと、思われるものもある（E－11附近）。5）は川に沿つ・

た低地爬のみ分布し，有機物質を含むいわゆる表土であ

る。第2図の範囲内では第三紀層の露出はないが，この・

区域の東方200～300mの所では第三紀層が厚さ10cm・

±をなして小範囲に露出Lており，上記の石英琿岩の岩

屑も第三紀層中から供給されたものと推定される。

　花歯岩中に発達する節理はN800W～E－Wの走向，7σ

～90。Sの傾斜を示すものが非常に優勢で，この方向に

風化が進み，また堅い花嵩岩はこの方向にしたがつて小

塊となつて残る。このほかN300E，30ん90。Eの方向に

微弱な節理が発達することがある。また花嵩岩中には上．

記の節理に沿い幅5cm以下の不毛な石英脈および粘土

、脈を伴なうことがある。

　庚黒色粘土は地表のみでなく地表下にも存在し（第4

図参照），「サバ」と互層を呈するととがあるが，多くは

松の幹あるいは根を水平に挾んでおり，．堆積当時は地表．

に近かつたことを思わせる。

　地表から基盤の花嵩岩までの深さは井戸掘りの結果で

は，最大2．5mセあるが，このような場合はたいてい平

地から山地に移る地点で，「サバ」が厚く堆積しており，．

低地では1m前後程度である。

㌧
6
，
放
射
能 強度と地質との関係

　苗木町並松駅前宿舎において自然数を測定した数値ば

第1表の通りである。、この表でわかるように同一のガイ‘

ガーミ三一ラー管でも10月における場合と12月とでは．

相当な差異が認められる。しかし12月の調査にぎいて

は苗木町の自然数は40～42ppmとしてさしつかネ㌃い

ものと思われる。

　各測点で7イリップスサーベイメーターを3分間対象

物に密着させて計数測定した結果は第5図のように纒め・

られる。計数は各地点の地形的条件の差に．よつて，ガイ

’
ガ
ーミュラー管の窓に対する立体角に差があるので，各

地点の計数値をそのま』比較しても真の放射能の強さを

38一（274）
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第4図　ロクガホツタおよび上苗木坤区柱歌図
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第5図　苗木町ロクガホツタ地区放射能彊度分布図

表わすとは限らないが，計数値を一応67cpm以上，66

～55cpm，54cpm以下の3段階に分け註3）て取り扱つて

みた。

註3）物理探査部佐野技官にょつて危険率1％の誤差

　として10CPm・を基準にした3分問の揚合の計数
　値の段階にしたがつている。

　66cpn｝以上を示す部分嫡一般に堅い花嵩岩の露頭周

辺が多い。例外的陛D」9附近のように川に沿つた測点

が高心・場合があるが，これは川水あるいは川底に分布す

る砂鉱の影響が大ぎいと，思われる。

　5尋cp卑以下を示す地帯は灰黒色粘土が分布する低地

と，11線C，P，Eのような黄褐色粘土と岩屑とが分布
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第1表　苗木町並松駅前宿舎＜2階〉における計数値

日 時

29年10月5日午前6時

　同　　　午後6時
　同　　　　6、日午前7時30分

　同　　　　7日午後6時10分

　同　12月14日午後11時10分
　同　　　25日1午後11時

　　　　　　1

計数値勝劉

297　　10

337　10

336　　10

432　　15
396　　10．

423　・10

毎分の
計数値

30－

34一’

34－

29一

聖40－

42十

第2表　ロクガホッタ地区地質別放射能強度

種　類

堅い花崩岩

分解した花
崩岩

、「サバ」が被

覆した部分

黄褐色粘土
（砂を混える）

灰黒色粘土

箇所

5

47

cpm
の範囲

64～79

52～79

ユ26、46～90

38

31

48～70

40＾’62

秀鞠備　考
72

64十

61一

56十

51一

一
4
0
c
p m台1カ所

川岸を除く，

40cpm台12カ所

≧第2表の通りになるb表からわがるよ脅こ戸クガホジ

タ地区内で最も高い註4）放射能の強度を示すものは新鮮

な苗木型細粒黒雲母花嵩岩の地点であり，低い数値を示・

．すものは黄褐色～灰黒色粘土の地点で，特に50cpm以

下で最も低い放射能強度を示す場合が多い。

　各点で採取じた試料を実験室内で測定した結果事よび

・ウランの含有量は第3表の通りである。現在Thの精
9
密 な定量分析ができないので，放射能強度と放射能乖素．

の含有量との関係はまだわからないが，野外と室内との

放射能強度はそれぞれ比較的によく対応しているように

思われるσ．一，

　既述Lたよう忙ロクガホッタ地区では地表から基盤

ノ（新鮮な花嵩岩）までの深さは2m以内であるが’放射能

強度は特に地表近くに分布する表土の種類によつて左右

されるものである。第3図に示されている放射能強度は

井戸掘り（1m×2m2）の際，途中の深さで井戸の底の中

心にガイガー管を密溝させて測定した結果である。この

場合地表と井戸の底とではガィガー管の窓に対す為立体

角が異なるので，同ず物質を測定する場合には後者が計

第3表試料の室内での放射能強度およびウラン含有量註工）

試料番号　　試　料　種　類
撹＋β＋γ（L．E．）註2）

　1（d／m）

C－3　1堅　い　花歯岩
C－4－2’　　同

E－17　分解した花．崩岩

F・11　石英斑岩岩屑
苗木一10チンノ峠石英斑岩“

F－15　　サ　　　バ

F・17－1サ　パ
E－12黄褐色粘土
F－6　灰黒色粘土
E－7　水　簸　元　鉱

E－7 水　簸　精，鉱

1．15

n。d．

0．19

n．d．

0．43
0．65』

0．79

0．38

0．36

0．94

87．00

β（G、M．）註3）

1（c，P．m）

12．3
n．d．

1．2

n．d．

11．8

1916り

8．0

8．9

5．3

13．6

626．8

ρ註4∫野外フイ恥プス
　　計数値（cpm）

1．34
n．d．

1．36

n．d．

1．40

1．20

1。07

1．09

0．53

1．36

1．96

80十

66

52

49

42

69

56

55　・

47

n．d．　τ

n．d．

u％

0。001

0．001

0．002

0．001

0．004註5）

0．002

0．002

0．001

0．002

0．00呂

0．08

備　．考

主として
モナズ石を
10翅±含有

註1）　測定は物理探査部佐野技宮，化学分析は技術部化学課貴志技官による。

2）　ω＋β＋γ（LE・）：科研ローリッツエン言電器50－29によつて測牢，強度1の単位divisions／minute。

3）β（G．M．）：β線用マイカゥインド計数管（科研BLI－54－358），窓厚：2．9mg／cm2楚使用，試料表面と計数管絡面との距離5mm。

4）ρ：試料の見掛比重，粒度50mesh以下。

5）　チ潔峠石英斑岩のウラン』含有量が大きいのは，花商岩の接鰯部に遊い特殊な場合のためと推定される。　．

する地帯である。

　以上り関係は地質図と対比すれば直ちにわかるよう

、に，精密にはブ致していない。すなわち一般の傾向とし

ては上述の関係があるが，黒灰色粘土分布範囲における

計数値でも55cpm域上を示すことがある。

　参考のため野外で測定した計数値を地質別に表示する1

註4）砂鉱の露出を測定するとF－3のようた相当高い

．　　放射能彊度を示すが1ヵ所しか存在しない。

数が高くなることが当然考えられるけれども，実際には

比較的良好な結果が出ている。例えばF－13では地表に

近く僅か4c卑の厚さのサバが被覆しているため，その

下の黄褐色粘土の影響が消去されて60cpmを示し，黄

褐色粘土では47cpm，砂鉱の最上部で69cp砥基盤の

花醐岩の上で58cpmを示している。ちr14，R11でも

・同様なことがいえる。

　＃クガホヅタ地区のみでなく上苗木の稲田で行つた結
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果（第4図〉においても（特に餅6で示されるように）砂

鉱の上に黒土が30cmの厚さで覆つている場合には，

砂鉱の影響はほとんど現われない。上苗木地区の井戸掘

りの際測定した砂鉱の放射能強度は53～102cpm（12カ

所）を示し，その平均は69cpmであつた。

　苗木地方の砂鉱は地表に露出することは少なく，．多く

の場合その上を放射能の弱い表土類が被覆するので，地
卜
表 で放射能強度を測定す喬ことによつて砂鉱の存在を察

知することは甚だ困難である’（官クガホッタ地区に関す

る詳細な放射能強度の分布については物理探査班の報

告4》を参照されたい）。

7．鉱床（第2届3・4図参照）

　獄クガ泳ッタ地区におけるペグマタィトは小規模のも

ので，調査対象となつたものはいわゆる砂鉱床である。
’
砂
鉱
床 ば谷間ないし平野の底地にあり，産状によつて次

の2つに区別され，いずれも現世の生成と，恩われる。す

なわち

　1）岩屑類註5）・を主として，淘汰作用をあまり受けず

山地と平地との間の緩傾斜の部分に発達する岩屑（石英・

斑岩の礫を主とする）で，これを充填する砂あるいは粘

　土とともに重鉱物を含有する場合である。これは地表に

露出するごとが特徴で，径1mにも及ぶ石英斑岩の角

礫を含み，水晶あるいは黄玉石の結晶も比較的鋭い稜を

残しており，流水による淘汰作用は充分に受けることが

　なく，重鉱物の濃集も後述のものに遙かに及ばない。測

点E－10附近がこの典型的のもので，後述のものと区別

　できないような場合もある。

　2）、低地の川の流域に分布するもので，1）よりは充分

　に流水の淘汰作用を受け’ている。礫は石英斑岩を主とし

　径20cm颯下のやN円昧を帯びたものが多く，水晶あ

　るいは黄玉石の結晶も相当磨滅している。苗木地方の砂

鉱床の大部分はこの型である。さらに現在の川底には充

分淘汰されて砂鉱が生成されつNあるが，川水の速度あ．、

　る“は水量によつてその厚さは異なり，こNでは厚さ数

℃mを超えるものはない。LかL一般にその附近の流域

　、に分布するものよりも品位は良好である。

　砂鉱は礫と砂とからなり，礫の占める部分が80％以

　上に及ぶこともあるが，例外的として礫を含有せずほと

　んど砂がらなる場合がある。第4図G－11の柱状図はそ

　の例で，下部には30％前後の礫を含む鉱床が30gmの

　厚さに分布し，そのうえに厚さ40cmの灰黒色粘土を

．挾んで，厚さ25cmの砂のみからなる砂鉱が分布して

庵いる。これは明らかに生成時期が異なるためである。し

　かし基盤の上に直接砂のみが分布する場合にはほとんど

　重鉱物は濃集してい塗いのが常である。

　礫は石英斑岩が大部分で90～95％を占め，その他は

註5）直接石英斑岩の岩体から供給されたもののほか，

　こNでは第三紀層中の礫から供給されたものも含

　む。

石英を主とする砂で，黄玉石は少量含まれている。礫の

大きさは普通5～10cmである。花歯岩の礫は非常に稀

であるQ

　以上はロクガホヅタ地区であるが，上苗木地区（台ク

ガホッタ地区あ下流で，その附近は苗木地方で最も広い

平地をなし，田畑である）で試験的に井戸掘りを行づたも

のは，第三紀層が基盤をなしてその上に堆積している“

とと，一般に砂鉱床が厚いこと等の特徴があり・ごの点

はロクガホッタ地区と異なつている。砂鉱床の厚さも最

厚155cm（0－7）に達し，礫の含有状況も下部ほど多く平

均約80％で，大きさは径10～20cm、である。また0－4，

5，6 のように上部が砂のみからなる場合が多い。この

ような場合は下部の含礫砂鉱に較べて重鉱物の濃集は一

般に少ない。

P砂鉱中に含有される鉱物は現在までに25種知られて

いるが，そのうち今回敏射能鉱物として認められたもの

はモチズ石・恵那石・苗木石・フェルグソン石・ジルコ

ン●ゼノタイム・サマルスキー石・褐簾石等で，、このほ・

か錫石・磁鉄鉱・チタン鉄鉱などが普通に産出する。放

射能鉱物のうち量的に最も多いのはモナズ石で，恵那石

がこれにつぎ，他のものは微量である。官クガホヅタ地

区および上苗木地区における2，3の鉱物組成を示せば第

4表の通りである。これからわかるように錫石は放射能

鉱物よりも常に多いけれども，普通は2倍に達すること

はない。これに反して磁鉄鉱±チタン鉄鉱は放射能鉱物

より遙かに多く，官クガホヅタ地区では5倍以下，上苗

木地区では実に20倍以上に及んでいる。これは上苗木

の場合には重砂の大部分は第三紀層から供給されたもの

さあり，官ク分ホヅタの場合は細粒黒雲母花歯岩から供

給されたものが比較的多いと考えられるが，これについ

てはさらに今後隣接地区を調査しなければ結論すること

はできない。重鉱物の含有註6）状況を腫度別に取り扱つ

てみたがその特徴は次の通りである。

　1）重鉱物は40～6bmeshの粒度のものが最も多い

（50％±）Q

　2）・苗木石・フェルグソン石は，20血esh域上の大粒

が非常に多い。

一3）　モナズ石・恵那石は20mesh以上のものはほと

んどない。』

　4）ジルコンは80mesh以下に濃集す為傾向があり．，

100mesh以下のものがほどんど大部分を占める。

　5）磁鉄鉱十チタン鉄鉱は20mesh以上にはほとん

どない。

　前に述べたようにロクガホヅタ地区の砂鉱中にはほと・

んど必ず石英斑岩の礫を含んでおり，基盤の直上にあつ

て，一般に石英斑岩の礫の量が多いほど重鉱物が濃集す

る傾向がある。この礫の源は東方1kmの山嶺に分布す

註6）こ』ではいわゆる水簸精鉱について調べた結果

　で，水簸の際に細粒部の重鉱物の一部が洗い去わ

　れたおそれは充分ある。
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第4表　砂鉱の鉱物組成

試料名

R一瞠こ一6

R－E－7

R一ヘー10

0－4－2

0－5－2

儲列g碍lg／劉

260

130

470

229’

380

6201460
　　19301320
1，1801　530

2，200　 230

1，900　　170

璽／劉

150

220

430

110

60

諮膠響・採取箇所
1，490

1，600

2，610

2，760

2，510．

10

40

80

80

80

ヒク淋卵
∫地区

陣木地区

註1）mag：609ガウスで磁着する磁鉄鉱，il：チタン鉄鉱，C：錫石，R二放射能鉱物
一モナズ石を主とし恵那石は少量である。

2）R’E’7はisodynamic　seP＆「ato「による・他は20・40・60・80・；00mashの　詳しい記載があり，今回はこれを参考とし
　鰍ごよつて粒度別に分離したものの，個数200～500について双眼顯微鏡ドで個体数を

　数えて計算し溌のであつて’この数値とisodynamic　sePa「ato「｝こよる数値との　て組成鉱物を一応（主として双眼顕微鏡
　…差は，ほダ10％士内に；おさまる0

3）表醐確元鉱中（すなわち砂鉱中の砂の部分）の鉱物が9／m3で表わされてセ’るが・砂　下）、で決定したが，鉱物の単体分離がさら

　質部の比重はほ貸1．4であるカ・ら，直ちにg／tは計算でさる。また砂鉱全体の場合に
　は礫含有牽によつて計算できる。　　　　　　　一　’　　　　　　　　　に完全に行われるようになれば今後なお一

る石英斑岩，あるいはすでに侵蝕剥脱された第三紀層と

考えられるが，後者の可能性が多い註7）。石英斑岩の礫

と砂鉱の生成との間には密接な関係があると思われる炉

最も重要なことは粉砕作用と思われる。すなわち，礫の

移動の途中，風化しやすい花醐岩を粉砕して重鉱物を単

体にした作用で，さらに流水の作用によつて軽い珪酸塩

鉱物は流され，比較的に埠重g大きい重鉱物は礫ととも・

に流水の速度・水量等に支配されて堆積するに都合のよ

い場所に集積したものと考えられる。重鉱物のうち錫石

よフ三ルグソソ石・苗木石などの本源は， 晶洞質ペグマ

タイトのみとしか考えられないが・モナズ石の一部，さら

に恵那石の一部なゼは花嵩岩中の造岩鉱物として含奪れ

ていたものもある。上苗木地区における磁鉄鉱十チタン

鉄鉱は，第三紀層から供給されたものもあると思われる。

8．今後の問題

『当地区に発達する苗木型花崩岩は相当強い放射能を示

すこ．とがわかり，苗木地方の砂鉱中の放射能鉱物は苗木

型花崩岩中のペグマタイトあるいは花嵩岩そのものから

供給されたと考えられる。このことは広い意昧での探査

一例えばカーボーンの際の一種の手掛りとなる。しかし

本砂鉱床の場合には多く表土に覆われており，・地表の放

射能はむしろ弱いので，狭い範囲の砂鉱の探査を行うた

めには放射能強度を測定するだけではそれほど有効では

ないといえる。しかしながら，地質のうえから適当な判断

の下に椀掛けその他に．よつて，重鉱物を濃集して測定す

ることによつてその実態を把握することは可能である。

註7）苗木地方の砂鉱のうち，礫の大部分が石英斑岩か

　　らなるものは，背後に石英斑岩が分布している場合

　　と，第三紀層が分布している場合とがある。・ク

　　ザホッタ地区の場合・附近には第三紀層が小範囲に

　　しか分布していないが，その後の他地区の調査結果

　　から，後者とした方がよい。

　今回は基礎的な調査であつたが，今後品

位および鉱量を調査するような場合には，、

本地方の鉱床は主として砂鉱であるから，

福島県石川地方に較べて容易に結果を把む

ことができることと砂鉱床の下の基盤まで

は深い所で地表から2m程度であるから，

井戸掘り・試料採取・分析という一連ρ作

業を比較的に迅速に行うことができるq．

　当地区の砂鉱の組成鉱についてはすでに

　　　　　／

層詳しい研究が必要である。特に恵那石は本地域には普

遍的に産出するから，本鉱物同定の基準を作る必要があ’

る。当地区の砂鉱は既述したように放射能鉱物としてば

モナズ石を主とするので，ウラン資源というよりもトリ

ウム資源であるから，当地区においてのウラン資源はむ

しろ恵那石を考えるべきであろう。またご般資源として

考える場合にはウラン・トリウムのほかに錫・チタンな’

ども考慮に入れねばならない。

　廿クガホヅタ地耳の代表的砂鉱（E－7）ρ水簸元鉱のヴ

ラン含有量は0．003％で，精鉱は0．08％であつた。当

地区の花崩岩のウラン含有量は分析結果では0．001％前

後であるから．砂鉱中には原岩の3倍程度ウラ、ンが濃集

しているわけであるが，ウラン鉱とLては相当に低品位

であるといわねばならない。また精鉱は単に水簸し，比

重によつて：重鉱物を濃集したものであるから，なお充分

にモナズ石・恵那石のみを濃集させるには，粒度別に比

重選鉱のみならず磁力選鉱も行わねばならないし，経済

的に考える場合には採算の問題がある。今回の調査はロ

クガホヅタ地区と上苗木地区の一部を対象とじ，苗木地

方の砂鉱床のうちのきわめて小部分にあたるにすぎない

ので，，一層正確な結論を出すた坤にはさらに2，3の地区

について詳細な調査が必要である。

　　　　　　　　　（昭和29年12月調査）
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